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 梯久美子氏の『昭和の遺書―55 人の魂の遺書』の後半は、戦後、瓦礫と化した日本が復

興し、高度経済成長を成しとげ、そのバブルが崩壊しかけた時代に、人々の関心を集めた

死と、彼・彼女らの遺書（遺書と思われるものを含む）を掬い上げ、昭和史を描き出して

いる。人は皆、死を迎えるが、その時、穏やかな死を迎えたいと望むが、慙愧に堪えない

思いで、死を受容していく人も多い。 

 無念な思いで自死した人、死を強要された人たちの 2 例をあげ、その人たちの心に寄り

添ってみたい。日本経済は、朝鮮戦争を契機に復興し始めた。戦争で全てを失った国民は、

経済的に豊かになることが唯一の希望となっていた。サラリーマンは、朝夜を問わず懸命

に働き、「猛烈社員」が流行語となった。目を見張る経済成長に、外国人は日本人を「エコ

ノミック・アニマル」と揶揄した。株価は留まるところを知らず、上がり続けた。しかし、

成長が止まり、失業者が増え、企業倒産を見るようになっていった。この頃から、政界を

揺るがす経済事件が多発し、経済に絡んだサラリーマンの自殺が話題になった。 

 日商岩井の常務・島田三敬氏は努力家、頑張り屋で、常務にまで昇りつめた。しかし、

ダグラス・グラマン事件に関し、東京地検の事情聴取を受けていた時、ビルの 7 階から飛

び降り自殺をした。遺書には「日商岩井の皆さん 男は堂々とあるべき。会社の生命は永遠

です。その永遠のために私達は奉仕すべきです。…今日の疑惑、会社のイメージダウン、

本当に申し訳なく思います。責任を取ります」と書かれていた。KDD 参与・保田重貞氏は、

政治家に巨額の金をばらまいた「KDD 事件」で、背任と横領の疑いで、事情聴取に出頭す

る朝、電車に飛び込んで死んだ。彼は内ポケットに「わたしは板野社長（最高責任者）、佐

藤室長（直属の上司）の犠牲になって、死んで行きます」というメモ用紙を残していた。

島田氏は会社の名誉を守るために死んだが、保田氏は会社の非道を暴いて死んだ。日本経

済の成長を担おうと、自らを顧みることなく戦った企業戦士の壮烈な死は何とも痛ましい。  

 昭和 60 年 8 月 12 日、 JAL123 便が御巣鷹山に墜落し、520 名が死亡、生存者は 4 名であ

った。三井船舶の神戸支店長だった河口博次氏は、降下する飛行機の中で綴っていた。「マ

リコ、津慶、知代子、どうか仲良くがんばってママを助けて下さい。パパは本当に残念だ、

きっと助かるまい 原因は分からない 今 5 分たった もう飛行機には乗りたくない どうか

神様助けて下さい…ママ  こんな事になるとは残念だ  さようなら  子供達の事をよろしく

たのむ 今 6 時半だ、飛行機はまわりながら急速に降下中だ 本当に今迄は幸せな人生だっ

たと感謝している。」死に追いやられる不条理を見つめつつ、今までの幸せと家族への愛を

綴った緊迫した遺書には誰もが涙する。遺書が残ったことで、いくらかでも遺族の慰めに

なればと願う。私の友人は、この飛行機に乗る予定だったが、上司の長い挨拶が続き、乗

り損ねて助かったという。人の生死は紙一重で変わることがある。 

 いじめによる自殺は後を絶たないが、中学 2 年生の鹿川裕史君はいじめを受け、駅ビル

のトイレで首を吊って自死した。彼は「家の人そして友達へ。突然姿を消して申し訳あり

ません。くわしい事については〇〇とか××とかにきけばわかると思う。俺だって、まだ

死にたくない。だけど、このままじゃ『生きジゴク』になっちゃうよ。…ただ俺が死んだ

からって他のヤツが犠牲になったんじゃ意味ないじゃないか。だからもう君達もバカな事

をするのをやめてくれ、最後のお願いだ」と訴えている。中学 1 年生の岩脇寛子さんは「あ

りがとう、私にやさしくしてくれたみんな、ここまで育ててくれたお母さん お父さん。私

は、この世が大きらいだったよ」と書いて、マンションのベランダから飛び降りた。中学

生が「生きジゴク」「この世が大きらい」と叫んでいる。この叫びをどう聞くのか。 


